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白川郷スノーゲイン２０１７ 

２０１７年３月５日実施 快晴 会場：白川郷トヨタ自然学校   

 

スノーゲインも２０１１年３月６日初開催から数えて６回目の開催となる。スノー

ゲインという競技が日本で初めて行われたのは、２００６年長野県の菅平であったと

思われが、ネットを検索すると白川郷スノーゲインが最も多く出てくるようだ。他に

は北海道のスノーゲイン北海道 in ルスツがあるが・・・。つまり今や日本を代表する

雪上ナビゲーション競技として確固たる地位を占めているということになる。スノー

ゲインと言えば白川郷スノーゲインを指すと言っても過言ではないということである。 

しかし、限られた範囲のテレインで毎年開催ということになると、どうしても毎年

同じようなコントロール位置となってしまうという問題もある。マンネリを避けるた

めに毎年少しずつ調査をしてテレインを拡大してきている。今回は、南西部の鶴平新

道上り口付近から北西方向ホワイトロード料金所にかけての部分が加わっている。こ

の調査は、昨年の大会が終わった１週間後に行った。 

まだ雪の残る中、特に日の当たらない北側斜面は、滑落の恐怖を感じながらスノー

シューを外し、それをピッケルがわりに雪に突き刺しながらのコンタリングであった。

この調査では、スマホの GPS アプリ（Geographica）が案外役に立っている。植生界

など線状特徴物に沿って歩き、大きな特徴物は、位置が分かるようにその回りを回っ

たり、十文字の印をつけるように歩いたりする。このスマホ GPS は、トラックは意

外と正確みたいだが、ポイントは、マークしてもかなりずれる。そのためこんな手を



使っている。GPX データ

をメールで自分に送信し

それを OCAD にインポ

ートをして記憶と照合し

ながら作図をしていくわ

けである。これでもよほ

ど従来の方法より正確で

ある。おそるべし無料ア

プリである。地図は、丁

度１：７５００で A4１

枚にぎりぎり収まった。

従来の１：５０００A3

版とくらべると格段に携

行しやすくなったと思われる。 

今年の大会での大きな変更点として雪の森アウトドアフェスタの一環としてスノ

ーゲインが開催されたことである。従来ファミリー、ビギナー、マスターの３クラス

が設定されたが、今回は、ファミリーは、雪遊びが中心となり、スノーゲインは、マ

スター、ビギナーの２クラスとなった。従来はファミリー向けのコントロールも２０

個あったので全クラスを合わせると５０コントロールであった。しかし、今回はその

分を減らし総コントロール数は３０個とした。ビギナーは、マスターへステップアッ

プを目指す層とファミリーからステップアップしてきた層が混在することが想定され

るので半分はやさしい位置に置いたが、残りはこれまでより遠い所、難しい所に置い

た。いくつかは、小さな沢、尾根など難しい位置もあった。コントロールが減った事

でレッグが長くなり難易度もアップした。さらにテレイン中央の白谷を越えた部分に

も設置してレベルの高い層にも満足してもらえるよう配慮した。 

今回のスタッフはいつもの牧ケ野御夫妻、落合さん、橋本に久々に復帰の林佳苗さ

んに加えてルーパーより鳥羽都子さん、前田悠作さん、朱雀より加納尚子さんという

屈強なメンバーにお手伝いいた

だいた。おかげで前日準備も順

調に終了し、そろってフレンチ

料理を堪能した。さらにテレビ

初放送の「アナと雪の女王」の

鑑賞会まで行うという余裕であ

った。前回は夜の強風が吹いた

記憶があるが、今年はとても静

かな夜であった。 

レース当日は、快晴、無風で

雪もしまり快適なコンデション



である。積雪も 1.5m とやや少なめだが昨年の記録的な少雪と比べると絶好のスノー

ゲイン日和である。運営者にとってもありがたい。 

予定通りスタート開始がされる。テレイン南端の大窪集落跡付近でレースを監視し

ていたが、今年は、ファミリーコースがないこともあって通過する選手が少ないのが

残念である。マスタークラスのうち４チームが下から鶴平新道を攻めて行き、２チー

ムが反対回りに上から下りて来る。マスターに参加の親子チームの小学生は急な上り

もものともせず余裕で上って行く。ビギナーは、ホワイトロードを越えて南側まで越

えてきたチームはどうやら１チームだけのようであった。ビギナーのコントロールを

あと２つほどこちら側にふやせば良かったと思われる。 

結果は、マスタークラスは前回優勝の小松OLCチーム。雪の状態が良かったとはい

え２時間少々で全コントロール走破は驚きである。どうやら連覇を狙い、競技用軽量

スノーシューを持ち込んできたということである。ビギナー優勝は、大橋親子チーム

である。今回はナビを息子さんが担当して全コントロール走破ということである。保

育園のころから岐阜県協会の大会に参加してくれている息子さんも４月から６年生。

さらなる成長を期待したい。なお大橋さんのブログ（http://monolith.hida-ch.com/）

にはスノーゲインについての記

事が掲載されている。このように

みなさん真摯にスノーゲインに

向き合って下さる方々がみえる

ということで運営する側として

も大変うれしく、やりがいが感じ

られる。来年はさらに多くの方に

スノーゲインを楽しんでもらう

べくさらに工夫と努力を積み重

ねて行きたいと思っている。 

＜今回スタッフとして参加して

下さった方々のコメント＞ 

参加しようと思っていました

がペアが見つからず、そんな時に運営に誘っていただいたので今回の参加になりまし

た。全エリア山の中で、最近のロゲイニングの中でも異色？に入るし雪の中でちょっ

と非日常、かつフィジカルな要求も高くて、レクというよりスポーツ的な要素が高い

イベントでしたね。オリエンティアにとっても、ハイレベルな練習になりますし、と

てもいいイベントだと思いました。来年はもっと口コミで参加者を拡げようと思いま

す！             ＜加納尚子さん＞                     

 

この運営のことを聞いて以来、ずっと楽しみにしていました。期待に違わずの週末

でした。印象に残ったのはコントロール設置です。雪で微地形や点状特徴物が消えて

しまうので、距離・地形・植生から位置を割り出すのが、フット以上に気を使って面



白かったです。実際にコントロールが付くと、雪の中とても目立つので、参加者にと

っては、簡単なのですけれど（笑）家に帰って地図を見ながら、「来年はここにコン

トロール置くとどうかな？」と想像して楽しんでいます。常連の参加者さんも多く、

全ポのバリエーション変化が必要ですよね。毎年のエリア拡大には頭が下がります！ 

ところで、橋本先生の講座を聞いていて思ったのですが、rogaineが発案者の頭文字

ですから、スノーゲインじゃなくて、スノーロゲインに改称したほうがわかりやすい

のじゃないかしら。ロゲインって、ログ（記録する）の活用形だと一年ほど前まで思

っていたので、違和感なく受け入れていたのですけれど…。スノーロゲインって打ち

出したら、加納さんの言うように、ナビゲーションや体力タスクも高く、冒険っぽさ

も楽しめるこのイベントは、ロゲイナーやオリエンティアが大挙して参加しそう！と

思いました。                      ＜鳥羽 都子さん＞ 

 

3年ぶりのスノーゲインでし

たが、選手や運営者として優れ

た皆さまとご一緒させていた

だき、学ぶことの多い2日間で

した。 

今回のように、オリエン選手

の方々にスタッフとして参加

していただき、 

白川郷スノーゲインの魅力

（競技・料理・温泉）を体感、

発信していただくことで、今後

オリエン競技者の参加が広が

るといいですね。オリエン競技者の参加が増えると、求められるものが厳しくなりそ

うですが…。 

名称については違和感を感じたことがありませんでしたが、「スノーロゲイン」は

イメージがわかりやすいかもしれません。いろいろとお世話になりました！ 

                            ＜林 佳苗さん＞ 

 

先日のスノーゲインはお世話になりました。童心に帰ったような、入部したてのと

きのような、ワクワクが止まらない非常に楽しいひと時を過ごせました。運営にお誘

いを頂いて、また親身にしていただいてありがとうございました。参加者のみなさん

にも、直接のお話やアンケートを見る限り、非常に楽しんでいただけたのではと思い

ます。楽しいイベントがあればまたお誘いいただければと思います。機動力と若さ？

を武器にお手伝いいたします。 

大会に対してのコメントとしましては1点だけ。皆さんお話されていた通り、広報面

では一工夫があるかもしれません。(楽しいイベントだけにもったいない！)やはりイ



ンターネット媒体での告知が効果がありそうです。またこれは個人的な体感ですが、

この手の亜種で新しいイベントは、関係スポーツ(オリエン、ロゲイン、その他ランナ

ー)を元からやっている層がほとんどかと思います。家族で来ていた参加者も、親御さ

んはマラソンとかやってみえるみたいでした。このような層はどちらかというと、一

般向けの広報に引っかかってもらうというよりも、口コミ形式での拡散の方が良いの

かもしれません。アンケートにも少しいたようですが、Facebookでのシェア機能だと

か、SNS活用も案外効果あるかもしれません。こういうのであれば、僕たちもご協力で

きることはありますね。 

小さいことですが、余裕はありそうなので、ちょっと話題になっていました地図の

印刷クオリティ、縮尺、地図ビニールの厚み、などなどにも拘ってもいいかもしれま

せん。 

p.s.…運営後日談 

大会当日朝に、ビギナークラス参加者の親子に、こどもが写真撮りたいと言っている

ので一緒に写ってもらえませんか？と依頼されました。後日 Facebookのスノーゲイン

ページから私を見つけたそうで、お母さんからその時の写真を添えてメッセージが送

られてきました。どうやら息子さん(小学生かな？) は、今回のスノーゲインですっか

りオリエンテーリングにハマったようで、今月末の金沢大学大会にも参加する！と言

っているそうです。少し嬉しくなった瞬間でした。共有しておきます。 

                            ＜前田悠作さん＞ 
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成績表

マスター　８チーム(１６名)　チーム№ ５２から６1番
順位 チームＮｏ チーム名 人数 代表氏名 氏名 氏名 氏名

1 61 小松OLC 2 佐野 弘明 太田 圭介

2 53 それゆけ！！ 2 松村　保真 三宅　祐輔

3 55 ゆうぽんず 2 牧戸　和之 牧戸　悠生　

4 58 つくしめん 2 吉田　宗生 山本多佳士

5 52 いつもまでも３３歳 2 柏本 政幸 奥山　全子

6 60 ゆかちゃんず 2 丸山　桂助 小林　優嘉

7 54 かめちゃん 2 亀岡　之則 亀岡　大樹

8 57 写走ろSE 2 神谷　紗織 森田　悦郎

雪の森アウトドアフェスタ　　スノーゲイン２０１７　　　　２０１７・３・５　　トヨタ白川郷自然学校

9:00:00 180分制限

フィニッシュ 所要時間 得点 減点 最終得点

11:08:35 2:08:35 465 0 465

11:52:37 2:52:37 465 0 465

11:52:55 2:52:55 462 0 462

11:27:09 2:27:09 438 0 438

11:55:24 2:55:24 431 0 431

11:17:34 2:17:34 343 0 343

11:48:31 2:48:31 297 0 297

11:52:49 2:52:49 296 0 296

8 16

ビギナー　５チーム(1４名)　チーム№ ２１から２５番
順位 チームＮｏ チーム名 人数 代表氏名 氏名 氏名 氏名

1 24 裏山歩き隊 2 大橋　智樹 大橋　里空

2 21 のんちゃん’ｓ 4 前田　敦義 前田　純子 前田　利紀 前田　希美

3 25 月の野のしゃぼん 3 野田　学 月山　恭一 永田恵理子

4 22 ホワイトウルフ 3 柳澤　崇 柳澤　恵子 柳澤　威瑠

5 23 クローバーズ 2 中野　のり子 中野　葉介

9:30:00 90分制限

フィニッシュ 所要時間 得点 減点 最終得点

10:44:57 1:14:57 210 0 210

10:58:41 1:28:41 199 0 199

10:58:12 1:28:12 150 0 150

11:00:35 1:30:35 141 15 126

10:57:52 1:27:52 85 0 85

5 14


